
ヒト認知系の総合的研究

研究代表者　鈴　木　光太郎

人文学部研究プロジェクト短信㊥

1．成果の概要

●眼球運動を指標とした視覚性注意の処理過程に関する研究

視覚情報を取り込む最初の段階においては，その情報源方向への視線移

動が生じる。この視線移動には，自動的・反射的な視線移動と，随意性の

意図的な視線移動が存在する。一般に前者は非意識的な過程であり，系統

発生的－個体発生的にも古いと考えられる。自動的な視線移動と意図的な

視線移動は，互いに独立して生じるのではなく，相互に影響を及ぼしあう

複雑な関係にあると考えられる。この点を明らかにするために，本研究で

は視野内に提示する注視点や視覚刺激を組織的に操作した時の高速な視線

移動（サッケード眼球運動）の反応轡時を測定した。その結果，自動的な

視線移動の喚起や，自動的な視線移動と意図的な視線移動との間の干渉作

用は，皮質下上丘内のニューロン間で生じる相互抑制的な神経活動を反映

していることを示唆する実験結果を得た。（本田仁視）

●色情報の処理の特異性に関する研究

画像あるいは光景などの視覚刺激を連続して高速提示した場合に，刺激

の一部が変化しても，観察者はそれに気づかないという現象がある

（changeblindnes：「変化の見落とし」現象と呼ばれる）。本研究では，画

像刺激内の色の変化が位置などその他の特徴の変化に比べてどの程度検出

されやすいか，あるいは検出されにくいのかを測定することによって，色

情報の非意識的な処理過程をさぐる手がかI）を見出す土とを試みた。（鈴

木光太郎）

●絶対音感保持者の聴覚処理特性とその発達に関する研究

音楽教室に通う幼児・児童を対象に，特異な認知能力である絶対音感の

獲得過程に関する研究を行った。その結果－　4歳から7歳までの間に絶対

昔高同定の正確さが，チャンスレベルから平均80％以上まで向上し，8－10
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歳では, 2 / 3 以 上 の子どもたち が正答率90 % 以上 の正確な絶対音感を保･

持するまで になる こと, さ ら に白鍵音にくらべ て黒鍵音の A P が 遅れて発

達し始めること
_
も明らかにな っ た｡ こ の こと は , 先に述 べ た絶対音感保持

者における非意識的な聴覚処理過程が, 子 どもの 頃の比較的長期にわたる

系統的な訓練によ っ て , かなりの確率で獲得されるも の である ことを示唆

して い る ｡ (宮崎謙
一

｡ 脳研究所 ･ 統合脳機能セ ン タ ー との 共同研究)

●音高命名 (pitc h n a m i n g) 課題時の事象関連電位の研究

絶対音感保持者と非保持者に, ラ ン ダム に提示される ドレ ミ の 3 つ の音

高の pit c h n a 血 n g 課題を課し, 同時に事象関連電位( E R P) を測定した｡ そ

の 結果, 非保持者群では , 潜時3 0 0 m s 以降に , 3 つ の E R P 成分が見られた ｡

こ れ らは相対音感を用 い た pit ch n a m i n g に関係すると考えられる ｡ こ れ に

対して絶対音感保持者で は , こ れ らの E R P 成分 は見られな い
一

方, 潜時

15 0 m s にお い て , 左後側頭部頭皮上に, こ の疲験者群 に特異的な陰性成分

が観察された ｡ こ の新し い E R P 成分は , 絶対音感を用 い た pit ch n a m i n g に

関与すると考えられる ｡ こ の E R P 成分の特徴の ひと つ は, pit ch n a m i n g が

必要ではな い 課題にお い ても誘発される ことであり, 絶対音感保持者が音

高 一 音高名の 強 い連合を有するとする知見と
一

致した ｡ (宮崎謙
一

｡ 脳研

究所 ･ 統合脳機能セ ン タ ー との 共同研究)

● 認知系と運動系の禿離現象における非意識的な特性に関する研究

視覚標的が見えなくなる , ある い は自分 の手が見えな い と い っ た p e n
-

1 o o p 条件下で は, 同
一 の 視覚標的に対する視覚反応と運動反応との 間に不

一

致が生じる ことがある ｡ こ の不
一

致を解離と呼ぶ ｡
.
こ の解離を分析する

ことで
, 運動系が参照する座標系を推定する ことが可能となる ｡ 長さ の錯

覚である M dll e r - L y e r 錯視図形を用 い て 2 つ の 実験を行 っ た結果, 知覚され

た位置と長さは認知系にお い て独立に表現されており, 正確な運動反応の

ためには
, 自己を基準として対象の位置を定義する eg o c e n t ri city フう

音量要で

ある ことが明らかにな っ た ｡ ( 工藤信雄)
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2 . 具体的な成果
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a n d o v e rl a p c o n diti o n s . Vi si o n R e s e w c h , 2 0 0 5 (i n p r e s s)
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,
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,
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○学会発表

● 本田仁視 ･ 木村隆之 閥下里示された刺激が仮現運動の方向判断に及ぼす

効果 . 一日本基礎心理学会第23 回大会 (200 4 年1 1月)

● 本田仁視 R e m o t e di str a c t o r 効果: 注視点の o ff s et と o v e rl ap の 影響 . 日本視

覚学会200 5 年度冬季大会 (2 00 5 年 1 月)

● 荒生弘史
･ 伊藤浩介 ･ 宮崎謙

一

他 聴覚ス ト ル
ー プ効果における干渉パ タ

ン の検討. 日本認知心理学会第2 回大会 (200 4 年 5 月)

● 工藤信雄 錯視図形に対する知覚反応 と運動反応 : M 也ll er -1y e r 錯視図形の

シ ャ フ トの長さの推定. 日本心理学会第68 回大会 (20 0 4 年 9 月)

○そ の他

Q 鈴木光太郎 ( 見える こと) と ( 認知する こと) . 潰口哲 ･ 栗原隆編 『大学

における共通知の ありか』 (東北大学出版会) . (2 00 5 年, p p .)
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